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６

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
勤
務
に
つ
い
て
取
得
す

る
報
酬
に
対
し
て
は
、
一
定
の
場
合
を
除
き
、
そ
の
勤

務
が
他
方
の
締
約
国
内
で
行
わ
れ
る
場
合
に
の
み
当
該

他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
人
の
役
員
報
酬
に
対
し
て
は
、
当
該
法
人
の
居
住
地

国
に
お
い
て
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
の
締
約

国
の
居
住
者
が
芸
能
人
又
は
運
動
家
と
し
て
他
方
の
締

約
国
内
で
行
う
個
人
的
活
動
に
よ
っ
て
取
得
す
る
所
得

に
対
し
て
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
課
税
す

る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
一
四
条
〜
第
一
六
条
関
係
）

７

一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
受
益
者
で
あ
る
退
職
年

金
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
報
酬
に
対
し
て
は
、
当
該
一

方
の
締
約
国
に
お
い
て
の
み
課
税
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
方
の
締
約
国
等
が
政
府
の
職
務
の
遂
行
に
つ
き

支
払
う
給
料
等
の
報
酬
及
び
退
職
年
金
に
対
し
て
は
、

一
定
の
場
合
を
除
き
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て

の
み
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
専
ら
訓
練
又
は
教
育

を
受
け
る
た
め
一
方
の
締
約
国
内
に
滞
在
す
る
事
業
修

習
者
又
は
学
生
が
受
け
取
る
一
定
の
給
付
に
対
し
て

は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
け
る
課
税
が
免
除
さ
れ

る
。（
第
一
七
条
〜
第
一
九
条
関
係
）

８

匿
名
組
合
契
約
に
関
連
し
て
取
得
す
る
所
得
に
対
し

て
は
、源
泉
地
国
に
お
い
て
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
第
二
〇
条
関
係
）

９

こ
の
条
約
の
各
条
に
規
定
が
な
い
所
得
に
対
し
て

は
、
所
得
の
受
益
者
の
居
住
地
国
に
お
い
て
の
み
課
税

す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
二
一
条
関
係
）

10

日
本
国
の
居
住
者
が
納
付
す
る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

の
租
税
の
額
は
、日
本
国
の
租
税
の
額
か
ら
控
除
す
る
。

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
居
住
者
が
納
付
す
る
日
本
国
の

租
税
の
額
は
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
租
税
の
額
か
ら

控
除
す
る
。
一
方
の
締
約
国
の
国
民
及
び
企
業
は
、
租

税
に
関
し
、
同
様
の
状
況
に
あ
る
他
方
の
締
約
国
の
国

民
及
び
同
様
の
活
動
を
行
う
他
方
の
締
約
国
の
企
業
よ

り
も
不
利
に
取
り
扱
わ
れ
な
い
。（
第
二
二
条
及
び
第
二

三
条
関
係
）

11

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
納
税
者
の
申
立

て
に
係
る
事
案
及
び
こ
の
条
約
の
適
用
等
に
関
す
る
問

題
を
合
意
に
よ
っ
て
解
決
す
る
よ
う
努
め
る
。（
第
二
四

条
関
係
）

12

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
こ
の
条
約
の
規

定
の
実
施
又
は
両
締
約
国
等
が
課
す
る
全
て
の
種
類
の

租
税
に
関
す
る
両
締
約
国
の
法
令
の
運
用
若
し
く
は
執

行
に
関
連
す
る
情
報
を
交
換
す
る
。（
第
二
五
条
関
係
）

13

こ
の
条
約
は
、
外
交
使
節
団
又
は
領
事
機
関
の
構
成

員
の
租
税
上
の
特
権
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。（
第
二
六

条
関
係
）

14

こ
の
条
約
は
、
両
締
約
国
の
国
内
法
上
の
手
続
に

従
っ
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
承
認
を
通

知
す
る
外
交
上
の
公
文
の
交
換
の
日
の
後
三
〇
日
目
の

日
に
効
力
を
生
ず
る
。
ま
た
、
こ
の
条
約
は
、
一
方
の

締
約
国
に
よ
っ
て
終
了
さ
せ
ら
れ
る
時
ま
で
効
力
を
有

す
る
。（
第
二
七
条
及
び
第
二
八
条
関
係
）

15

取
引
の
主
た
る
目
的
が
こ
の
条
約
の
特
典
を
受
け
る

こ
と
に
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
租
税
の

軽
減
又
は
免
除
は
与
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
条
約
は
、
一

方
の
締
約
国
等
が
、
そ
の
領
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る

炭
化
水
素
の
探
査
及
び
開
発
か
ら
生
ず
る
所
得
等
に
対

す
る
課
税
に
関
す
る
法
令
を
適
用
す
る
権
利
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
。（
議
定
書
関
係
）
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第
三
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
二
章

特
定
事
業
者
に
よ
る
措
置

第
四
条
第
一
項
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に

改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
取
引
時
確
認
の
結
果
そ
の
他
の
事

情
を
勘
案
し
て
、
特
定
業
務
」
を
「
特
定
業
務
に
係
る
取

引
に
つ
い
て
、
当
該
取
引
」
に
、「
が
あ
り
」
を
「
が
あ
る

か
ど
う
か
」
に
、「
特
定
業
務
に
関
し
」
を
「
当
該
取
引
に

関
し
」
に
改
め
、「
が
あ
る
」
の
下
に
「
か
ど
う
か
を
判
断

し
、
こ
れ
ら
の
疑
い
が
あ
る
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
を

同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
判
断
は
、
同
項
の
取
引
に
係
る

取
引
時
確
認
の
結
果
、
当
該
取
引
の
態
様
そ
の
他
の
事

情
及
び
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
犯
罪
収
益
移
転
危

険
度
調
査
書
の
内
容
を
勘
案
し
、
か
つ
、
主
務
省
令
で

定
め
る
項
目
に
従
っ
て
当
該
取
引
に
疑
わ
し
い
点
が
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
方
法
そ
の
他
の
主
務
省
令
で

定
め
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
中
「
第
二
十
一
条
第
六
項
各
号
」
を
「
第
二

十
二
条
第
六
項
各
号
」
に
、「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
十

七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
号
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十

五
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
五
条
」を「
第

二
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
六
条
」

を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
十
八
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
第
二
十
七
条
を
第

二
十
八
条
と
し
、
第
二
十
六
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
号
中
「
第
十
四
条
」
を「
第
十
五
条
」

に
、「
第
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改

め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六

条
第
一
項
」
に
、「
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
第

三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
第
十

七
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条

と
す
る
。

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
十
七
号

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

題
名
の
次
に
次
の
目
次
及
び
章
名
を
付
す
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
三
条
）

第
二
章

特
定
事
業
者
に
よ
る
措
置
（
第
四
条
e

第
十

二
条
）

第
三
章

疑
わ
し
い
取
引
に
関
す
る
情
報
の
提
供
等

（
第
十
三
条
・
第
十
四
条
）

第
四
章

監
督
（
第
十
五
条
e

第
十
九
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
二
十
条
e

第
二
十
四
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
二
十
五
条
e

第
三
十
一
条
）

附
則

第
一
章

総
則

第
二
条
第
二
項
第
三
十
九
号
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項

第
十
五
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
第
十
五
号
」
に
改

め
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
国
家
公
安
委
員
会
」
を
「
前
項
に

定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
家
公
安
委
員
会
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項

を
加
え
る
。

３

国
家
公
安
委
員
会
は
、
毎
年
、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の

移
転
に
係
る
手
口
そ
の
他
の
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転

の
状
況
に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
を
行
っ
た
上
で
、
特

定
事
業
者
そ
の
他
の
事
業
者
が
行
う
取
引
の
種
別
ご
と

に
、
当
該
取
引
に
よ
る
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
の
危

険
性
の
程
度
そ
の
他
の
当
該
調
査
及
び
分
析
の
結
果
を

記
載
し
た
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
を
作
成
し
、

こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

４

国
家
公
安
委
員
会
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
情
報

の
集
約
、
整
理
及
び
分
析
並
び
に
前
項
の
規
定
に
よ
る

調
査
及
び
分
析
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
関
係
行
政
機
関
、
特
定
事
業
者
そ
の
他
の
関
係

者
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の

他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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